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（ 2 0 1 0 年 1 月 2 7 日 ）第 1 8 3 6 回 例 会 報 告

寛容の心で奉仕をしよう

2 0 0 9 - 1 0 年度 国際ロータリーテー

第 3８ 代 ク ラ ブ 会 長 比 留 間 一 康

ロータリーの未来はあなたの手の中に

2 0 0 9 - 1 0 年度 ガバナー 多田 宏

第１８３７回

例 会

次回例会案内 【 2月10日（水 ） 】

卓話 バギオ 基金の現況と

将来展望について

本 日 の 例 会

全員クラブ協議会

２月は世界理解月間です。

点 鐘 （ 比留間 一康 会長 ）

会務報告 （ 比留間 一康 会長 ）

来客紹介 （ 比留間 一康 会長 ）

○ゲスト
和田 宏 様
（司馬遼太郎記念館、会誌季刊「遼」編集委員）

中村 克久 様（卓話紹介者）

○地区大会「新世代セッション」の案内
・2月16日（火）午後4時～6時
・ホテルニューオータニ 芙蓉の間
・会長、幹事、社会奉仕委員長、国際奉仕委

員長、インアターアクト・ローターアクト・
青少年育成、青少年交換、新世代関係各委員

長

○国際大会 日本人親善朝食会の案内が届いて
います。

○比留間市郎会員見舞いの件

司 会 宮﨑 茂夫 ＳＡＡ（会場運営委員長）

出席報告 （ 齊藤 孝喜 会場運営副委員長 ）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

35名 26名 81.25％ な し

○出席免除会員
渡辺 俊晴 会員
比留間 昭三 会員
比留間 市郎 会員

卓 話

「私の見た司馬遼太郎の素顔」
和田 宏 氏

斉 唱 日も風も星も

幹事報告 （ 比留間 孝司 幹事 ）

○インターアクト年次大会報告書を頂きました。
10部届いています。必要な方は事務局へ

○荒川ＲＣより40年史を頂きました。



文芸春秋で司馬遼太郎氏の担当編集者として、人として付き合っ
てきた司馬遼太郎氏のエピソードを多数お話ししていただきまし
た。

司馬遼太郎氏の謙虚さについては「自分を面積も質量もない、
点のような存在にしないと物が見えてこない。」と考えることで
あることで、それが歴史上の人物を見る上で何より大切なことで
あり、歴史小説の原点となっていることや夫婦でのユーモアのあ
るエピソードも披露して頂きました。

改めて司馬遼太郎氏の深さを感じられる卓話でした。

◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １－ １
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◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 比留間 一康 ◎ 幹 事 比留間 孝司
○ 副会長 峯岸 一郎 ○ 副幹事 野島 征
□ 会報雑誌委員長 原田 友義 副委員長 倉内 淳

委 員 高山 晃一 波多野 晃夫 北島 栄

比留間一康会長⇒本日の卓話講師の和田宏様よろしくお願いします。ＪＣの先輩の中村克久様ようこそいらっしゃいました。

比留間孝司幹事⇒和田宏様には、本日の卓話をよろしくお願い致します。この武蔵村山からも「坂の上の雲」は望めるので
しょうか？

栗原高明会員⇒和田宏先生卓話を快諾していただきありがとうございます。また中村さん、和田先生をご紹介頂きありがと
うございました。

◆ 今回計 １３,０００円 累 計１,１６１,８１５円

ニコニコＢＯＸ （ 網代 稔 親睦副委員長 ）

○社会奉仕委員会 栗原 高明 委員長
小中連携して取り組む我が国と郷土を愛する態度を育てる授業づくり、

研究発表会への参加の依頼がありました。

委員会報告

「 私 の 見 た 司 馬 遼 太 郎 の 素 顔 」 講師：和田 宏 様

～ 卓話講師プロフィール ～
和田 宏 （わだ ひろし）
1940年（昭和15年）福井県生まれ。早稲田大学卒業。
1965年（昭和41年）文芸春秋に入社。
「司馬遼太郎全集」など同社出版部で長く司馬氏の担当編集者を務めた。
2001年（平成13年）退社。
2002年（平成14年）「紅蓮の闇」で第13回日本海文学大賞小説部門大賞を受賞。
その他著者「司馬遼太郎と云う人」他

卓 話

司馬 遼太郎 氏 直筆原稿↑→


